
豪雨に対する名古屋市の取り組み豪雨に対する名古屋市の取り組み
～ 東海豪雨を教訓にして ～

名古屋市緑政土木局河川部長 山田 和良

本日の講演内容本日の講演内容

１ 東海豪雨の実態１ 東海豪雨の実態

２ 庄内川・新川・天白川庄内川 新川 天白川

河川激甚災害対策特別緊急事業

３ 名古屋市緊急雨水整備計画

４ 減災にむけたソフト対策４ 減災にむけたソフト対策

５ Ｈ１６ ９豪雨・Ｈ２０ ８末豪雨の概要と５ Ｈ１６．９豪雨 Ｈ２０．８末豪雨の概要と

その対策

６ 流域での総合的な治水対策

東海豪 実態東海豪雨の実態

東海豪雨時の東海豪 時
気象状況

地上天気図

気象衛星「ひまわり」画像

（台風第14号の経路を含む）

気象衛星「ひまわり」画像

（2000年9月11日19時：赤外線）



等雨量線図（総雨量） 名古屋地方気象台の日降雨量名古屋地方気象台の日降雨量

観測点の雨量データ
名古屋地方気象台 緑土木事務所

最大１時間降雨量 ９７．０㎜ １０５．５㎜

最大３時間降雨量 ２１４．０㎜ ２４７．０㎜

最大日降雨量 ４２８．０㎜ ４９９．５㎜

総降雨量 ５６６．５㎜ ６４７．０㎜

緑土木事務所

総雨量 647.00mm

浸水状況図浸水状況図

北区

守山区

北区

西区

中村区
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千種区東区
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堀

川
全壊 4棟

浸水による住宅被害
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新
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山
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半壊 98棟
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一部破壊 18棟

床上浸水 9,818棟
緑区

天白川

日
光
川

新庄

川内

　川

, 棟

床下浸水 21,852棟

浸水地区



東海豪雨時の浸水被害の特徴東海豪雨時の浸水被害の特徴

１ 既往最大の降雨をはるかに超え 治水

東海豪雨時の浸水被害の特徴東海豪雨時の浸水被害の特徴

１ 既往最大の降雨をはるかに超え、治水
施設の整備水準を大幅に上回る豪雨で
あ たあった。

２ 計画高水位を超える水位が長時間続く計画高水位を超 る水位 長時間続く
ような洪水のため、都市部でも破堤や越
水による外水氾濫が発生した。発 。

３ 甚大な洪水氾濫により車・鉄道等の交
通マヒ 地下施設への浸水被害が発生通マヒ、地下施設への浸水被害が発生
した。

庄内川の水位状況（国交省枇杷島水位観測所）

新川の水位状況（愛知県久地野水位観測所） 庄内川の越水状況



新川の破堤状況 新川の破堤状況新川の破堤状況

中小田井地区の浸水状況中小田井地区の浸水状況 新地蔵川の破堤状況新地蔵川の破堤状況

新川 新地蔵川



大我麻地区の浸水状況大我麻地区の浸水状況
野並地区の浸水状況

野並地区の浸水状況 地下鉄の浸水状況地下鉄の浸水状況

地下鉄平安通駅構内

地下鉄野並駅構内
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庄内川 新川 天白川庄内川・新川・天白川
河川激甚災害対策河川激甚災害対策
特別緊急事業の概要特別緊急事業の概要

河川激甚災害対策特別緊急事業
（激特事業）の基本方針

１ 再度、東海豪雨と同様な降雨が発生した

場合でも 洪水を安全に流下させる場合でも、洪水を安全に流下させる。

２ 遊水池の整備・改築による貯留対策や、

防災情報システム整備によるソフト対策を

組合わせて実施する組合わせて実施する。

３ 庄内川及び新川の両河川を一体的な治水

システムとして捉え、洗堰の嵩上げを始め

とする総合的な治水対策を実施するとする総合的な治水対策を実施する。

激特事業の概要激特事業の概要

計画期間 2000年～2004年計画期間 2000年 2004年

対象地域 庄内川、新川、天白川（事業区間約45km）

事業費 約1000億円

・河川断面の確保

ド

河川断面の確保

・堤防の強化

洪水調節（遊水池の整備）
整備
内容

ハード ・洪水調節（遊水池の整備）

・橋梁の改築・嵩上げ内容
・その他

ソフト 防災情報システムの整備 水防拠点の整備ソフト 防災情報システムの整備、水防拠点の整備

庄内川の
事業内容
• 築 堤

事業内容
• 築 堤

• 護岸整備

河道掘削• 河道掘削

• 橋梁改築と補強

洗堰 改築• 洗堰の改築

• 小田井遊水地の
改築改築

• 防災情報システ
ム 整備ムの整備

• 水防拠点の整備

事業費400億円



庄内川での整備の狙い
⇒ 河道掘削と築堤⇒ 河道掘削と築堤

庄内川の整備状況庄内川の整備状況

施 後施工後

施工前

築堤（堤防嵩上）築堤（堤防嵩 ） 河道掘削掘



橋梁の改築橋梁の改築
（国道一号一色大橋）

新川の新
事業内容
• 堤防強化

• 河床掘削河床掘削

• 橋梁改築と補強

• 遊水地の整備• 遊水地の整備

• 内水河川ポンプの
増強増強

• 防災情報システム
の整備

事業費約320億円事業費約320億円

新川での整備の狙い
堤防 強化⇒ 堤防の強化

新川の整備状況新川の整備状況

施工後

施工前



破堤箇所完成写真堤箇所完成写真 河床掘削床掘

天白川の
事業内容

築堤• 築堤

• 護岸整備

• 河床掘削

• 橋梁改築• 橋梁改築

• 防災情報システム
の整備の整備

事業費約282億円
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天白川での整備の狙い
⇒ 河川水位の低下



天白川の整備状況天白川の整備状況

施工後

施工前

護岸整備護岸整備

河床掘削

名古屋市
緊急雨水整備計画の概要緊 備 概要



急 整備 基 方針緊急雨水整備計画の基本方針

１ 国及び県が行う河川改修事業の進捗に整合

させて事業を実施していくさせて事業を実施していく。

２ 東海豪雨で、特に甚大な被害が集中し緊急

の対策を要する地域、または都市機能が集

中した地域を対象として整備を進める。中した地域を対象として整備を進める。

３ 整備目標水準をレベルアップ（１時間60㍉の

降雨に対応）することにより 東海豪雨と同降雨に対応）することにより、東海豪雨と同

様な降雨に対して、浸水被害を最小限にとど

める。

緊急雨水整備計画の概要

計画期間 2001年から2005年

対象地域 9行政区16地域

事業費 約860億円事業費 約860億円

① 貯留施設 26施設、約24万m3
② 雨水排水ポンプ増強

10箇所、毎秒89m3
整備内容

箇所、毎秒

③ 管渠等排水施設の増強

増補管 集水施設増補管、集水施設

④ 河川改修等

河川等の浚渫、護岸整備等 5箇所

計画計画
平面図

凡 例

施策実施箇所施策実施箇所

小田井貯留管小田井貯留管

小田井貯留管の計画諸元

計画規模 １時間60mm

設置場所
西区大野木五丁目～

中小田井三丁目

貯留容量 54,000ｍ3

施設形状 Φ4.25m×3,850m

構 造 シールド造

取水箇所 ４箇所取水箇所 ４箇所

排水箇所
１箇所
（中小田井ポンプ場）



楠調節池

楠調節池の計画諸元

計画規模 １時間60mm

設置場所
楠公園地下
（北区若鶴町）

貯留容量 12,500ｍ3

施設形状 60.0m×45.0m×6.1m

構 造 鉄筋コンクリート造

取水箇所 ４箇所取水箇所 ４箇所

排水箇所
１箇所
（下水道雨水幹線）

大我麻調節池大我麻調節池

大我麻調節池の計画諸元

計画規模 １時間60mm

設置場所
大我麻公園地下
（北区大我麻町）

貯留容量 4,600ｍ3

施設形状 40.5m×30.5m×4.6m

構 造 鉄筋コンクリート造

取水箇所 ２箇所取水箇所 ２箇所

排水箇所
１箇所
（下水道雨水幹線）

菱池調節池菱池調節池 プラスティック貯留施設プラスティック貯留施設



プラスティック貯留施設プラスティック貯留施設 汐田ポンプ所の改築汐田ポンプ所の改築

施工中

施工前

ため池の浚渫（大根池）

施工前

施 後施工後

荒子川の浚渫荒子川の浚渫



管きょの増強（汐田排水路）

減災にむけたソフト対策減災にむけたソフト対策

減災にむけたソフト対策の概要減災にむけたソフト対策の概要

・同報無線等の整備

・映像情報システムの高度化

定点観測システムの導入・定点観測システムの導入

・避難準備情報等の新設避難準備情報等 新設

・災害緊急情報の創設

洪水 内水 ザ ド プ 作成配布・洪水・内水ハザードマップの作成配布

・避難所マップの充実避難所マップの充実

・地下街、地下鉄の対策

「 組 づ 援・「助け合いの仕組みづくり」の支援

同報無線等の設置同報無線等の設置



映像情報システムの高度化 避難準備情報
避難を要する状況になる可能性がある場合、名古屋市
として避難勧告を発令する準備に入るとともに、市民が
余裕をもって適切な避難行動をとれるために情報を提
供していく

１ 川の水位が水防警戒のため出動する高さに達し、さら

に水位の上昇が予想されるときに水位の上昇が予想されるとき

２ 1時間に50mm以上の雨が降り、さらにその後2時間で

100mm以上の降雨が予想されるとき

３ 堤防の決壊などを防ぐため 河川に排水するポンプの３ 堤防の決壊などを防ぐため、河川に排水するポンプの

運転を停止する準備をするとき

４ がけ崩れなどの土砂災害に対する警戒が必要なとき

災害緊急情報 洪水・内水ハザードマップ



洪水・内水ハザードマップ

Ｈ１６．９豪雨豪
Ｈ２０．８末豪雨の末豪雨の
概要とその対策概要とその対策

平成１６年９月瑞穂区集中豪雨平成１６年９月瑞穂区集中豪雨
降雨の中心 最大１時間雨量 １０７ｍｍ

最大日降雨量 ２０２ｍｍ
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瑞穂土木事務所(平成16年9月5日）

名古屋地方気象台（東海豪雨時）
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瑞穂土木事務所(平成16年9月5日）

名古屋地方気象台（東海豪雨時）
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0

平成１６年９月瑞穂区集中豪雨平成１６年９月瑞穂区集中豪雨
降雨の中心 最大１時間等雨量線図

最大２時間等雨量線図

人的被害 なし

浸水被害状況

瑞穂区における浸水エリア図

床上浸水 ２７７棟

瑞穂区 222 棟

南区 30 棟

熱田区 22 棟

瑞穂区における浸水エリア図

住家被害

天白区 2 棟

昭和区 1 棟

瑞穂区 1,244 棟

南区 265 棟
床下浸水 １，５９４棟

南区 265 棟

熱田区 81 棟

昭和区 4 棟



後期緊急後期緊急

雨水整備計画雨水整備計画
概要概要の概要の概要

計画計画

期間
平成18年から概ね5年

対象
9行政区23地域

地域
9行政区23地域

事業費 約600億円

① 貯留施設 13箇所

整備

① 貯留施設 13箇所

約9.5万m3
② 雨水排水ポンプ増

整備

内容
強5箇所

毎秒約14m3
③ 管渠等排水施設の③ 管渠等排水施設の

増強

Ｈ２０．８末豪雨 降雨量データ

降雨データ：西土木事務所 水位データ：水場川
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各豪雨における各
１時間最大降雨量の比較

観測所
東海豪雨

Ｈ１２．９．１１～１２
Ｈ１６．９豪雨
Ｈ１６．９．５

Ｈ２０．８末豪雨
Ｈ２０．８．２８～２９

北土木事務所 ７０．０ｍｍ ４６．０ｍｍ １１３．０ｍｍ

西土木事務所 ６４．０ｍｍ ５０．０ｍｍ １１０．０ｍｍ

瑞穂土木事務所 １００．５ｍｍ １０７．０ｍｍ ７５．０ｍｍ

熱田土木事務所 ８６ ５ｍｍ ６３ ０ｍｍ ７１ ５ｍｍ熱田土木事務所 ８６．５ｍｍ ６３．０ｍｍ ７１．５ｍｍ

中川土木事務所 ５６．０ｍｍ ４４．５ｍｍ ９７．５ｍｍ

緑土木事務所 １０５．５ｍｍ ２４．０ｍｍ ６５．０ｍｍ

名古屋地方気象台 ９７．０ｍｍ ５２．５ｍｍ ８３．５ｍｍ

Ｈ２０．８末豪雨
浸水実績浸水実績図

凡例

浸水箇所浸水箇所



後期緊急後期緊急

雨水整備計画雨水整備計画
見直見直の見直しの見直し

計画期間 平成18年から概ね8年

対象地域 4行政区6地域

事業費 約50億円

① 貯留施設 3箇所

追加約1 1万m3

整備内容

追加約1.1万m3
② 貯留量増量 １箇所

約1千m3
③ 管渠等排水施設の

増強

第２次緊急第２次緊急

雨水整備計画雨水整備計画
概要概要の概要の概要

計画期間 平成21年から概ね10年

対象地域 5行政区8地域

事業費 約650億円

① 貯留施設 14箇所

約23万 3

整備内容

約23万m3
② 雨水排水ポンプ

新設2箇所

毎秒約13m3
③ 管渠等排水施設の

増強増強

流域での流域での
総合的な治水対策総合的な治水対策

都市化が進むと都市

以前は
洪水流量が増加

氾濫域に資産が集中
以前

氾濫域に資産が集中

今、現在



新川流域の都市化 新川流域土地利用図
(平成９年版データ)

新川流域土地利用図
(昭和２５年版データ)

(平成９年版データ)

(昭和２５年版デ タ)

過去５０年間過去 年間

流域内の
市街化率市街化率

１０％

６０％

深刻化する水害深刻化する水害
• S49災

浸水面積 35k 2浸水面積=35km2
浸水家屋=13,586棟

S51災• S51災
浸水面積=45km2
浸水家屋 棟浸水家屋=8,713棟

• H3災
浸水面積=4.6km2
浸水家屋=2,988棟

• H12災（東海豪雨）
浸水面積=79.8km2
浸水家屋=24,387棟

河川だけではなく流域全体で
洪水を防御していく

総合治水対策を推進

② 保水機能

② 遊水地

② 保水機能

② 遊水地

③ 放水路

① 調節池

① 河道改修
③ 放水路

総合治水対策の枠組み総合治水対策の枠組み

• 治水施設の整備

① 河道改修の促進

② 遊水地の整備② 遊水地の整備

③ 放水路の整備

• 流域対策

① 調節池の整備など保水機能の維持① 調節池の整備など保水機能の維持

② 盛土抑制など遊水機能の維持

被害軽減対策• 被害軽減対策

① 警戒避難体制の整備

② 水害に安全な土地利用の誘導



特定都市河川浸水被害対策法特定都市河川浸水被害対策法
制定までの経緯

策

• 総合治水対策(昭和55年～)

整備の促進＋任意の流域協議会既対策 • 整備の促進＋任意の流域協議会

課題

• 取り組みを上回る都市化の進展

• (河道整備)用地取得の難しさ

• (流域対策)設置された調整池の埋め立て課題 (流域対策)設置された調整池の埋め立て

• 『河川管理者，下水道管理者，地方公共団体が一体となった総合的

対策

『河川管理者，下水道管理者，地方公共団体が 体となった総合的
な浸水被害対策』

• 特定都市河川浸水被害対策法の策定（平成16年5月15日施行）

特定都市河川浸水被害対策法の概要
都市部を流れる河川の流域において、著しい浸水被害が発生し、又はその

おそれがあり、かつ、河道等の整備による浸水被害の防止が市街化の進展に
より困難な地域に 特定都市河川及び特定都市河川流域を指定し 浸より困難な地域について、特定都市河川及び特定都市河川流域を指定し、浸
水被害対策の総合的な推進のための流域水害対策計画の策定、河川管理者
による雨水貯留浸透施設の整備その他の措置を定めることにより、特定都市
河川流域における浸水被害の防止のための対策の推進を図る河川流域における浸水被害の防止のための対策の推進を図る。

特定都市河川浸水被害対策法の枠組み 流域水害対策計画とは流域水害対策計画とは

• 流域水害対策計画の目標（計画降雨）• 流域水害対策計画の目標（計画降雨）

• 河川の整備（河川管理者：愛知県）

• 下水道の整備（下水道管理者：上下水道局）

• 河川管理者・下水道管理者以外の者が行う整• 河川管理者・下水道管理者以外の者が行う整
備（緑政土木局）

• 内水ポンプの排水調整

• 防災情報の事前周知• 防災情報の事前周知

• 災害発生時の情報収集・伝達



流域における
雨水貯留浸透施設の整備事例雨水貯留浸透施設の整備事例

浸透ます 浸透トレンチ浸透ます・浸透トレンチ

地下貯留施設
透水性舗装装

特定都市河川流域における

雨水流出抑制のための規制

・特定都市河川浸水被害対策法に基づき特定都市河川浸水被害対策法に基づき
・田畑など締め固められていない土地で
・５００ｍ２以上 雨水流出量を増加させる・５００ｍ２以上、雨水流出量を増加させる

おそれのある行為を行う

本市の長の許可が必要です

◎許可にあたっては、技術基準に従った
雨水貯留浸透施設の設置が必要です

許可申請から工事検査完了までの手続き

法第９条による許可申請法第９条による許可申請

申請書類の確認

許可の通知（法１５条）許可の通知（法１５条）

（雨水浸透阻害行為（雨水浸透阻害行為

・対策工事の施工）

工事完了検査等（法１７条）

①雨水浸透阻害行為に関する工事完了届出書等①雨水浸透阻害行為に関する工事完了届出書等

②対策工事の検査・検査済証の交付・標識の設置

本日の講演のまとめ
１ 東海豪雨以降、河川と下水道が連携して、治水

施設の整備・拡充を図っている。施設の整備 拡充を図っている。
２ さらに、治水施設の整備・拡充といったハード対

策ばかりではなく ソフト対策にも力を注ぎ浸水策ばかりではなく、ソフト対策にも力を注ぎ浸水
被害を最小限にとどめるようにしている。

３ しかしながら 東海豪雨以降 計画規模をはる３ しかしながら、東海豪雨以降、計画規模をはる
かに上回る降雨によって著しい浸水被害が発
生している。

４ 今後とも、ハード対策とソフト対策とが一体化し今後とも、 ド対策とソ ト対策とが 体化し
た総合的な治水施策を流域全体にわたって展
開し 「大雨に強いまちづくり」の実現を目指し開し、「大雨に強いまちづくり」の実現を目指し
ていく。


